
 

 

 

 

 

 

 

 

 

去年の１２月に深浦町の黒崎を訪ねたくろ君が、９月に、再びこの地を訪ねました。 

 

おべ様 くろ君、よくきたね。 

くろ君 去年来たときと比べると、だいぶ変わりましたね。 

おべ様 去年くろ君が来たときは、工事の真最中だったからね。

春に工事も完成して、整備された田んぼでお米を作れる

ようになったんだよ。 

くろ君 まだ工事していない田んぼと比べると、だいぶ大きいで

すね。これだと大きな機械で作業もできて、効率も良さ

そうですね。農家の方も収穫が待ち遠しいでしょうね。 

ところで、黒崎地区の環境公共推進協議会は、その後ど

うなってますか？ 

おべ様 今年の７月に集まって、これからどんなことをしていく

か、みんなで話し合ったんだ。 

それで、よそではどんなことしてるんだろうっていう話になって、８月にみんなで、外ヶ浜町にある上

小国地区に先進地視察に行ったんだ。 

上小国の人たちが、ていねいに、そしていろんなことを

説明してくれたんで、参加した人たちは皆喜んでたよ。 

くろ君 でも、外ヶ浜町って、黒崎からだとずいぶん遠いですよ

ね。それでも、そこまで視察に行くってことは、何か訳

があるんですよね？ 

おべ様 西北地域でもいろんなところで環境公共に取り組んでい

るんだけど、ほ場整備事業を実施している中で環境公共

に取り組んでいるところはないんだ。上小国は、ほ場整

備事業を実施した中で環境公共に取り組んで、環境公共

以外にもいろんなことに取り組んで、県外からも注目さ

れているんだ。 

くろ君 それで、黒崎の人たちは、上小国地区のどんなところに

関心を寄せてたんですか？ 

おべ様 一番関心を寄せたのは、ビオトープ池だったね。 

くろ君 ビオトープ池？ 

おべ様 平たく言うと、水辺の生き物が棲めるようにした、生き

物のための池ってところかな。 

くろ君 生き物のために、わざわざ穴を掘って池を造ったんです

か？ 

おべ様 もともと、使われなくなったため池があって、これを利

用して池を整備したらしい。池が整備されて生き物も棲

めるようになった。そして、池を地域の大人が管理して、
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整備された田んぼ（平成 26 年 7 月 25 日撮影） 

上小国地区のビオトープ池 

先進地視察の様子（左側が上小国の方々） 
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子供達は池で生き物観察ができるようになった。水辺の生き物だけでなく、地域のつながりにも役立っ

ているようだよ。黒崎の組合長さんも、黒崎にもこういうのが欲しいなって言ってたね。 

くろ君 ため池とかがないと、地域のつながりとか環境公共ってうまくいかないのかな。 

おべ様 そうとは限らないね。黒崎だと、環境公共推進協議会の中に、地域のいろんな人が関わっているんだ。

例えば、協議会には、水路の草刈りや道路沿いに花を植えたりしている中山間地域の関係者も加わって

いるから、地域の皆にこういった活動を紹介すれば、地域のつながりは増していくと思うよ。 

くろ君 新しく何かを造るだけじゃなく、いままでやってきたことを続けて、地域のつながり強めて、環境公共

を進める方法もあるってことですね。 

おべ様 まあ、そんなとこかな。ところで、くろ君は黒崎に岩崎小学校の学校田があることは、知ってるよね？ 

くろ君 前に聞いたような・・・ 

おべ様 ちょっと、学校田の方へ行ってみよう。 

 

おべ様 ここが、岩崎小学校の学校田だよ。 

くろ君 こんなところに学校田があったんですか。この前来たと

きは、冬で雪もあったんで、気が付きませんでした。 

稲穂もたわわに実ってますね。 

小学生がこんな立派に稲を作れるとは。最近の小学生は

すごいですね。 

おべ様 何を言ってる。地域の方々の支えもあって、これほど立

派に実ってるんだよ。地域の人が代掻きまでして、そこ

に小学生が苗を植える。その苗を地域の方々が水管理や

草刈をして育てていく。そして、稲穂もたわわに実った

頃、小学生が刈り取りをする。まさに、地域の皆で作っ

たお米と言ったところだ。 

くろ君 そうかあ。地域の皆で作ってるお米なんですね。 

けど、学校田のすぐ近くまで工事が進んできてますけど、

このまま工事が進んでくると、学校田は無くなっちゃう

んですか？ 

おべ様 そんなことはない。地域の方々もそのへんはきちんと考

えて、今年の工事が完成したら、学校田をそこに引っ越

しさせることにしているんだ。だから、これからも地域

の皆でお米作りができる。 

くろ君 よかったぁ。ところで、稲刈りはいつごろになんですか？

自分も参加してみたいなぁ。 

おべ様 今年は、もうすぐ稲刈りだって、組合長さんが言ってた 

な。よかったら、くろ君も来ればいい。そして、１１月か１２月になると、今度は、小学生と地域の皆

で餅つき大会もするから、これにも来ればいい。 

くろ君 はい。ぜひ。・・・・（しばらく物思いにふける） 

おべ様 くろ君、まだ何か気になることでもあるのか？ 

くろ君 えぇ。黒崎に来る途中、道路脇にきれいにアジサイが植えられていたところがあって。それが今になっ

て、ちょっと気になって。 

おべ様 あぁ、あれか。あれは、深浦の西海岸地区広域農道の環境公共推進協議会で植えたものなんだよ。 

くろ君 そうなんだ。そうしたら、次からは、広域農道の方に行って、環境公共のこといろいろと聞いてみよう

っと。 

 

岩崎小学校の学校田（平成 26 年 9 月 24 日撮影） 

岩崎小学校の学校田の様子（平成 26 年 9 月 24 日撮影） 
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